
広報あんじょう 2017.10.1 我

谷本歩実氏
安城市出身の

柔道家、柔道指
導者。２００４年ア
テネオリンピッ
ク・２００８年北京
オリンピック柔
道女子６３手級で
金メダルを獲得。

現在はコマツに所属して助監督を務
めている。２０２０年東京オリンピック・
パラリンピック組織委員会理事。

（公社）愛知建築士会は、〝人にやさしい街づくり〟をメイン
テーマに掲げています。
安城支部の創立６０周年式典にあわせて開催する今回の記念

講演会では、安城市出身の金メダリスト谷本歩実さんを招き、
安城の街についてお話しいただきます。
●日時 １０月２９日掌 式典施午後２時 講演施午後２時５０分
※講演会入場券配布施午後２時３０分 開場施午後２時４０分

●場所 アンフォーレ
●内容 演題施「チャレンジャーの街、安城」
●定員 １５０人（先着順）
●問合せ 愛知建築士会安城支部長 野村さん（緯〈９９〉０６２１）、
市建築課（緯〈７１〉２２４１）
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本
市
で
は
多
く
の
人
が
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、
認
知
症

カ
フ
ェ
等
で
の
体
験
を
通
し
て
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
地
域
で
支

援
す
る
の
に
役
立
つ
講
座
で
す
。

●
日
時
／
場
所
／
内
容

表
１
・

表
２
の
通
り

●
対
象

認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
活

動
に
興
味
が
あ
る
認
知
症
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ポ
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表１ 認知症サポーターステップアップ講座一覧（全３回）
内容場所日時

「認知症についてもっと知る」
・認知症の基礎知識
・安城市の認知症への取り組み
・認知症の人への接し方（傾聴）
～認知症の人と家族に寄り添う視点～

市民会館１１月８日昌午後１時
～４時１５分１

「認知症カフェ見学・体験」表２の①～④から１つ選択２

「これからの活動に向けて」市民会館１１月２４日晶午後１時
３０分～３時３０分３

※
認
知
症
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養
成
講
座

を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
定
員

人（
先
着
順
）

３０

●
そ
の
他

全
日
程
を
受
講
し
た

人
に
は
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
」

の
ピ
ン
バ
ッ
ジ

を
進
呈
し
ま
す

●
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月
２
日
捷
～

月

１０
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７
日
昇（
松
掌
抄
を
除
く
）の
午
前

８
時

分
～
午
後
５
時

分
に
、

３０

１５

直
接
か
電
話
で
高
齢
福
祉
課（
緯

〈

〉２
２
６
４
）へ

７１諮
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

に
ん
♪

に
ん
♪
の
様
子

表２ 認知症カフェ見学・体験日一覧（以下の中から１つ選択）
場所日時

とうめいカフェ（東明町）１１月１１日松午前９時～１１時①

おしゃべりカフェ にん♪にん♪
（小川町）１１月１５日昌午前１０時～１１時３０分②

ここから元気カフェ（朝日町）１１月１８日松午前９時３０分～午後３時３０分③

縁（朝日町）
えん

１１月２２日昌午前１０時～正午④
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昨
年
五
月
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
で
訪
日
さ
れ
た
オ
バ
マ
米

大
統
領
が
、
そ
の
帰
路
、
広
島

に
立
ち
寄
ら
れ
、
核
廃
絶
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、
核
の
な
い
世
界
へ
の
新
た

な
潮
流
を
期
待
し
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
そ
れ
ま
で
一

度
も
広
島
の
平
和
記
念
公
園
に

立
っ
た
こ
と
が
な
く
、
昨
年
秋

に
広
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
慰

霊
碑
に
世
界
平
和
を
祈
っ
た
後
、

入
館
し
た
原
爆
資
料
館
で
は
、

展
示
さ
れ
た
爆
心
地
の
生
々
し

い
遺
品
や
記
録
に
、
悲
し
み
や

怒
り
が
あ
ふ
れ
出
し
た
も
の
の
、

そ
れ
ら
を
不
戦
の
誓
い
へ
と
昇

華
す
る
以
外
に
や
り
場
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
年
明
け
と
と
も

に
誕
生
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
、
挑
発
的
と
も
思
え
る
独
自

の
外
交
ス
タ
イ
ル
を
と
ら
れ
、

そ
れ
に
反
発
す
る
北
朝
鮮
は
ミ

サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
を
続
け

て
い
ま
す
。
核
廃
絶
へ
の
期
待

は
し
ぼ
み
、
世
界
平
和
は
大
き

く
後
退
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
不
穏
な
国

際
情
勢
に
あ
っ
て
、
地
方
都
市

の
首
長
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
自
問
自
答
し
た
時
、
自
ら
の

非
力
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

た
だ
私
は
、
広
島
・
長
崎
両

市
長
が
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
を

切
り
開
こ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
、

世
界
中
の
市
長
に
よ
り
結
成
さ

れ
て
い
る
平
和
首
長
会
議
に
加

盟
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
上
な
か
な

か
会
議
等
に
参
加
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
努
め

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

広
島
の
爆
心
地
の
慰
霊
碑
に

は
、「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い

過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
ば
を
口
に
す
る
の
は
さ
ほ

ど
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

過
ち
を
繰
り
返
さ
ぬ
た
め
に
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
ど
ん
な

具
体
的
な
行
動
が
で
き
る
の
か

を
考
え
ま
す
と
、
こ
と
ば
の
重

さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。

こ
の
夏
に
初
孫
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
次
代
を
担
う
幼
児
へ
、

平
和
な
社
会
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
今
の
私
に
何
が
で
き
る
の

か
。
祖
父
に
な
っ
た
私
自
身
の

自
問
自
答
が
続
い
て
い
ま
す
。

戦後７０年安城市平和祈念式典
（平成２７年度開催）

■問
▼
学
校
教
育
課

（
緯〈

〉２
２
５
４
）

７１

第

回
教
育
展

２２
「
幸
せ
い
っ
ぱ
い
未
来
を
生
き

抜
く
わ
た
し
た
ち
！
―
い
の
ち
輝

け
育
て
健
や
か
に
―
」を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

月

日
松
・

日
掌

１０

２８

２９

午
前
９
時

分
～
午
後
５
時（

３０

２９

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
場
所

デ
ン
パ
ー
ク

●
内
容

園
内
各
所
で
市
内
小
中

学
生
の
造
形
作
品
や
教
科
の
展
示

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
命
の
輝
き
を
表
現
し
ま
す
。

「
水
の
ス
テ
ー
ジ
」「
フ
ロ
ー
ラ

ル
プ
レ
イ
ス
」で
は
、
市
内
小
中

学
生
の
吹
奏
楽
や
合
唱
等
の
各
種

発
表
会
や
、
各
教
科
の
特
性
を
生

か
し
た
出
し
物（
体
操
や
理
科
実

験
シ
ョ
ー
）等
を
行
い
ま
す

●
そ
の
他

教
育
展
準
備
・
撤
去

の
た
め
、
デ
ン
パ
ー
ク
は

日
は

２７

休
園
、

日
は
午
後
４
時
に
閉
園

２９

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
・
作
文
表
彰

標
語
に
３
７
２
５
件
、
作
文
に

１
３
７
７
件
の
応
募
が
あ
り
、
８

月

日
に
表
彰
式
を
ア
ン
フ
ォ
ー

２４
レ
に
て
行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

●
標
語
部
門
「
育
て
よ
う
優
し

い
心
と
笑
顔
の
輪
」大
谷
悠
乃

ゆ
う
の

（
安
城
西
中
３
年
）、「
そ
の
え
が
お

お
う
ち
で
ま
っ
て
る
人
が
い
る
」

羽
田
渚
紗（
祥
南
小
５
年
）

な
ぎ
さ

●
作
文
部
門
「
相
手
を
思
う
気

持
ち
」紫
倉
千
夏（
明
祥
中
２
年
）、

し
く
ら
ち
な
つ

「
言
葉
は
心
を
傷
つ
け
心
を
い
や

す
」長
谷
川
優
奈（
祥
南
小
６
年
）

ゆ
う
な

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
２
）

７１
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ん
が
、

過
ち
を
繰
り
返
さ
ぬ
た
め
に
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
ど
ん
な

具
体
的
な
行
動
が
で
き
る
の
か

を
考
え
ま
す
と
、
こ
と
ば
の
重

さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。

こ
の
夏
に
初
孫
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
次
代
を
担
う
幼
児
へ
、

平
和
な
社
会
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
今
の
私
に
何
が
で
き
る
の

か
。
祖
父
に
な
っ
た
私
自
身
の

自
問
自
答
が
続
い
て
い
ま
す
。

戦後７０年安城市平和祈念式典
（平成２７年度開催）

■問
▼
学
校
教
育
課

（
緯〈

〉２
２
５
４
）

７１

第

回
教
育
展

２２
「
幸
せ
い
っ
ぱ
い
未
来
を
生
き

抜
く
わ
た
し
た
ち
！
―
い
の
ち
輝

け
育
て
健
や
か
に
―
」を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

月

日
松
・

日
掌

１０

２８

２９

午
前
９
時

分
～
午
後
５
時（

３０

２９

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
場
所

デ
ン
パ
ー
ク

●
内
容

園
内
各
所
で
市
内
小
中

学
生
の
造
形
作
品
や
教
科
の
展
示

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
命
の
輝
き
を
表
現
し
ま
す
。

「
水
の
ス
テ
ー
ジ
」「
フ
ロ
ー
ラ

ル
プ
レ
イ
ス
」で
は
、
市
内
小
中

学
生
の
吹
奏
楽
や
合
唱
等
の
各
種

発
表
会
や
、
各
教
科
の
特
性
を
生

か
し
た
出
し
物（
体
操
や
理
科
実

験
シ
ョ
ー
）等
を
行
い
ま
す

●
そ
の
他

教
育
展
準
備
・
撤
去

の
た
め
、
デ
ン
パ
ー
ク
は

日
は

２７

休
園
、

日
は
午
後
４
時
に
閉
園

２９

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
・
作
文
表
彰

標
語
に
３
７
２
５
件
、
作
文
に

１
３
７
７
件
の
応
募
が
あ
り
、
８

月

日
に
表
彰
式
を
ア
ン
フ
ォ
ー

２４
レ
に
て
行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

●
標
語
部
門
「
育
て
よ
う
優
し

い
心
と
笑
顔
の
輪
」大
谷
悠
乃

ゆ
う
の

（
安
城
西
中
３
年
）、「
そ
の
え
が
お

お
う
ち
で
ま
っ
て
る
人
が
い
る
」

羽
田
渚
紗（
祥
南
小
５
年
）

な
ぎ
さ

●
作
文
部
門
「
相
手
を
思
う
気

持
ち
」紫
倉
千
夏（
明
祥
中
２
年
）、

し
く
ら
ち
な
つ

「
言
葉
は
心
を
傷
つ
け
心
を
い
や

す
」長
谷
川
優
奈（
祥
南
小
６
年
）

ゆ
う
な

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
２
）

７１



■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

広報あんじょう 2017.10.1 画

月
は「
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」及
び「
浄
化
槽
強

１０調
月
間
」

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
は
、
川

や
海
等
の
水
の
汚
れ
の
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
大
き
な
効
果
に

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。愛

知
県
で
は
、
毎
年

月
を

１０

「
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」及
び

「
浄
化
槽
強
調
月
間
」と
定
め
、
家

庭
で
の
生
活
排
水
対
策
や
浄
化
槽

の
適
正
管
理
等
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
法
定
検
査
の
受
検
を
始

め
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理

す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
周

知
し
、
ま
た
生
活
排
水
が
処
理
さ

れ
な
い
単
独
処
理
浄
化
槽
の
合
併

処
理
浄
化
層
へ
の
転
換
等
の
促
進

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
検
し

ま
し
ょ
う

浄
化
槽
は
、
適
正
な
維
持
管
理

を
行
わ
な
い
と
故
障
や
機
能
低
下

を
引
き
起
こ
し
て
悪
臭
や
水
質
汚

濁
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
、
清

掃
、
保
守
点
検
と
は
別
に
、
す
べ

て
の
浄
化
槽
に
対
し
て
毎
年
１
回

行
う
法
定
検
査
の
受
検
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

ま
だ
法
定
検
査
の
受
検
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
受
検
し

ま
し
ょ
う
。

●
市
内
で
の
指
定
検
査
機
関

一

般
財
団
法
人
中
部
微
生
物
研
究
所

（
緯
０
５
３
３〈

〉２
２
２
８
）

７６

■
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
し
ま

し
ょ
う

今
使
っ
て
い
る
浄
化
槽
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
で
す
か
。
そ
れ
と

も
、
単
独
処
理
浄
化
槽
で
す
か
。

単
独
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の

排
水
だ
け
し
か
処
理
で
き
ず
、
台

所
等
か
ら
の
生
活
雑
排
水
は
処
理

で
き
ま
せ
ん（
図
１
参
照
）。水
環

境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
、

平
成

年
の
改
正
で
、
合
併
処
理

１２

浄
化
槽
の
み
を
浄
化
槽
と
し
、
す

で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
処
理

浄
化
槽
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

転
換
に
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

現
在
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使

っ
て
い
る
場
合
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

■
身
近
な
生
活
排
水
対
策
を
始
め

ま
し
ょ
う

・
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
し
な
い

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
き
り
ネ
ッ

ト
で
汚
れ
を
取
り
除
く

・
使
用
済
み
油
は
吸
収
剤
や
新
聞

紙
等
に
吸
わ
せ
て
可
燃
ご
み
と
し

て
捨
て
る

・
環
境
に
や
さ
し
い
洗
剤
を
選
び
、

表
示
に
従
っ
て
適
量
を
使
う

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

ケ
ン
サ
チ
お
て
ら
ん

本
證
寺

in

分
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

９０三
河
一
向
一
揆
の
舞
台
本
證
寺

で
、
歴
史
ド
ラ
マ
の
空
気
を
肌
で

体
感
し
、
職
場
や
地
域
の
仲
間
と

絆
を
深
め
よ
う
！

●
と
き

月

日
掌

受
付
糸

１１

２６

午
前
８
時

分

ス
タ
ー
ト
糸
午

３０

前

時
１０

●
場
所

本
證
寺
及
び
本
證
寺
西

の
農
道（
野
寺
町
）

●
対
象

健
康
で
、
1
周

m
を

８２５

完
走
で
き
る
人

※
３
～
５
人
の
チ
ー
ム
単
位
で
受
付
。

●
定
員

人（
先
着
順
）

５００

●
参
加
費

1
人
２
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
２
０
０
０
円
）

●
申
込
み

月
１
日
掌
～

月

１０

１１

日
掌
午
前

時
～
午
後
７
時
に

１２

１１

電
話
で
ケ
ン
サ
チ
r
u
n
実
行
委

員
会（
快
足
Ａ
Ｃ
内
／
緯〈

〉１
７１

８
８
１
）

●
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
課（
緯〈

〉
７５

３
５
３
５
）

安
祥
閣
祭
り

安
祥
閣
利
用
者
に
よ
る
写
真
や

ね
ん
ど
細
工
等
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
７

日
に
は
呈

茶
講
座
、

８
日
に
は

華
道
講
座

も
開
講
し

ま
す
。

●
と
き

月
７
日
松
・
８
日
掌

１０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
８
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ

安
祥
閣

●
そ
の
他

２
日
間
と
も
、
先
着

人
に
来
館
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進

１００呈

■問
▼
安
祥
閣

（
緯〈

〉３
３
３
３
）

７４

川
・
海
へ

図１ 川や海へ流れ出る汚れの量の比較（１人１日当たり）
暫合併処理浄化槽の場合
生活雑排水 トイレ

２７守 １３守 ４０守 浄化槽 ４守 諮

暫単独処理浄化槽の場合
生活雑排水 トイレ 浄化槽 ５守２７守 １３守

３２守 諮

汚れが
少ない

汚れが
多い

表１：文芸・技芸・趣味の集いスケジュール
市民会館

北辰俳句会「俳句会」１０月１３日晶
春風会「秋の小品盆栽展」１０月１３日晶～１５日掌
安城植物友の会「山野草展」
安城皐月同好会「さつき盆栽秋季展示会」
華旺会「俳句・俳画展」
若葉会「俳句・俳画展」
茂久瓔会「俳句・俳画展」
アートフラワー会「染花・手づくり盆栽展」＊
現代俳句青の会「俳句作品展（５７５の世界）」＊
くみひも工芸豊美会「くみひも工芸＆おび結び」＊
装道木村会「装道木村会展」
沃野短歌会「短歌勉強会」１０月１４日松
安城茶友会「茶会」
安城華道連盟「いけばな展」１０月１４日松・１５日掌
安城盆栽会「盆栽展示会」１０月２０日晶～２２日掌

丈山苑
安城白桃会「俳句会」１０月１４日松

デンパーク
愛知県三河菊友の会「菊花展覧会」１１月１日昌～６日捷

表２：第５０回市民芸能まつりスケジュール
１０月２９日掌１０月２８日松時間

扇之会 葵支部（舞踊）竹友会（民謡）１０：００
民謡つくし会（民謡）岳風丈山会（詩吟）１０：２０
安城ギタークラブ（合奏）安城岳風会（詩吟）１０：４０
マンドリンサークル チャオ
（絃楽）美竹会（民謡）１１：００

乙坂会（民謡）安城謡曲同好会（謡曲）１１：２０
翠艶会（舞踊）安祥吟道会（詩吟）１１：４０
エル・アモール（フラメンコ）三河相撲甚句会（相撲甚句）１２：００
アロハナニ安城エコル
（フラダンス）

アートバレエ安城スタジオ
（バレエ）１２：２０

新舞踊 瑞甫会（舞踊）豊麗会（民踊）１２：４０
エル・フローラ（フラメンコ）碧海吟友会（詩吟）１３：００
アロハナニ安城エハー
（フラダンス）悠々マジック（マジック）１３：２０
アロハナニ安城エカヒ
（フラダンス）

弦楽アンサンブルドルチェ
（弦楽）１３：４０

鈴木会・安城都友会
（箏曲・尺八）

心思踊西華流 安城教室
（舞踊）１４：００

こやま会・安城三曲会
（箏曲・尺八）

安城の三河万歳保存会
（三河万歳）１４：２０

安祥太鼓 どんば（和太鼓）碧美会（大正琴）１４：４０
和箏会（箏曲）チェリーズ（大正琴）１５：００
Mari'sStudio（ダンス）安城雅楽会（雅楽）１５：２０
アロハナニ安城エルア
（フラダンス）平岩舞踊研究会（日本舞踊）１５：４０
バレエサークルオデット
（バレエ）

西三河阿波踊り研究会 若鯱
連（民踊）１６：００

エチュードバレエスクール
（バレエ）１６：２０

■
第

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

５０

●
時
間
／
出
演

表
２
の
と
お
り

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

■
第

回
安
美
展

７４

●
部
門
／
と
き

前
期（
日
本
画
、

書
、
工
芸
・
彫
塑
）
糸

月

日

１０

２０

晶
～

日
掌（

日
捷
を
除
く
）

２９

２３

後
期（
洋
画
、
写
真
）
糸

月
３
日

１１

抄
～

日
掌（
６
日
捷
を
除
く
）

１２

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き
／
と
こ
ろ
／
出
展
者

表

１
の
と
お
り

●
展
示
時
間

原
則
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
デ
ン
パ
ー
ク
は
午
前

９
時

分
～
午
後
４
時

分
、
入

３０

３０

園
料
必
要
）

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

※
展
示
に
よ
り
、
公
開
時
間
は
一

部
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り
発
表

２９

大
会入

選
作
品
の
発
表
・
表
彰
等
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
へ
入

選
作
品
集
を
進
呈
し
ま
す
。

●
と
き

月

日
掌
午
後
１
時

１１

２６

分
３０●

と
こ
ろ

市
民
会
館

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

平平平成成２８２８年年度市民芸能まつり度市民芸能まつりににてて

第

回
市
民
芸
術
祭
２
０
１
７

５８

＊体験コーナー 実施日及び定員有り。また、参加費が必要な場合
があるため、事前に問い合わせてください。
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■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

広報あんじょう 2017.10.1 画

月
は「
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」及
び「
浄
化
槽
強

１０調
月
間
」

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
は
、
川

や
海
等
の
水
の
汚
れ
の
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
大
き
な
効
果
に

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。愛

知
県
で
は
、
毎
年

月
を

１０

「
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」及
び

「
浄
化
槽
強
調
月
間
」と
定
め
、
家

庭
で
の
生
活
排
水
対
策
や
浄
化
槽

の
適
正
管
理
等
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
法
定
検
査
の
受
検
を
始

め
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理

す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
周

知
し
、
ま
た
生
活
排
水
が
処
理
さ

れ
な
い
単
独
処
理
浄
化
槽
の
合
併

処
理
浄
化
層
へ
の
転
換
等
の
促
進

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
検
し

ま
し
ょ
う

浄
化
槽
は
、
適
正
な
維
持
管
理

を
行
わ
な
い
と
故
障
や
機
能
低
下

を
引
き
起
こ
し
て
悪
臭
や
水
質
汚

濁
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
、
清

掃
、
保
守
点
検
と
は
別
に
、
す
べ

て
の
浄
化
槽
に
対
し
て
毎
年
１
回

行
う
法
定
検
査
の
受
検
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

ま
だ
法
定
検
査
の
受
検
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
受
検
し

ま
し
ょ
う
。

●
市
内
で
の
指
定
検
査
機
関

一

般
財
団
法
人
中
部
微
生
物
研
究
所

（
緯
０
５
３
３〈

〉２
２
２
８
）

７６

■
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
し
ま

し
ょ
う

今
使
っ
て
い
る
浄
化
槽
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
で
す
か
。
そ
れ
と

も
、
単
独
処
理
浄
化
槽
で
す
か
。

単
独
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の

排
水
だ
け
し
か
処
理
で
き
ず
、
台

所
等
か
ら
の
生
活
雑
排
水
は
処
理

で
き
ま
せ
ん（
図
１
参
照
）。水
環

境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
、

平
成

年
の
改
正
で
、
合
併
処
理

１２

浄
化
槽
の
み
を
浄
化
槽
と
し
、
す

で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
処
理

浄
化
槽
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

転
換
に
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

現
在
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使

っ
て
い
る
場
合
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

■
身
近
な
生
活
排
水
対
策
を
始
め

ま
し
ょ
う

・
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
し
な
い

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
き
り
ネ
ッ

ト
で
汚
れ
を
取
り
除
く

・
使
用
済
み
油
は
吸
収
剤
や
新
聞

紙
等
に
吸
わ
せ
て
可
燃
ご
み
と
し

て
捨
て
る

・
環
境
に
や
さ
し
い
洗
剤
を
選
び
、

表
示
に
従
っ
て
適
量
を
使
う

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

ケ
ン
サ
チ
お
て
ら
ん

本
證
寺

in

分
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

９０三
河
一
向
一
揆
の
舞
台
本
證
寺

で
、
歴
史
ド
ラ
マ
の
空
気
を
肌
で

体
感
し
、
職
場
や
地
域
の
仲
間
と

絆
を
深
め
よ
う
！

●
と
き

月

日
掌

受
付
糸

１１

２６

午
前
８
時

分

ス
タ
ー
ト
糸
午

３０

前

時
１０

●
場
所

本
證
寺
及
び
本
證
寺
西

の
農
道（
野
寺
町
）

●
対
象

健
康
で
、
1
周

m
を

８２５

完
走
で
き
る
人

※
３
～
５
人
の
チ
ー
ム
単
位
で
受
付
。

●
定
員

人（
先
着
順
）

５００

●
参
加
費

1
人
２
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
２
０
０
０
円
）

●
申
込
み

月
１
日
掌
～

月

１０

１１

日
掌
午
前

時
～
午
後
７
時
に

１２

１１

電
話
で
ケ
ン
サ
チ
r
u
n
実
行
委

員
会（
快
足
Ａ
Ｃ
内
／
緯〈

〉１
７１

８
８
１
）

●
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
課（
緯〈

〉
７５

３
５
３
５
）

安
祥
閣
祭
り

安
祥
閣
利
用
者
に
よ
る
写
真
や

ね
ん
ど
細
工
等
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
７

日
に
は
呈

茶
講
座
、

８
日
に
は

華
道
講
座

も
開
講
し

ま
す
。

●
と
き

月
７
日
松
・
８
日
掌

１０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
８
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ

安
祥
閣

●
そ
の
他

２
日
間
と
も
、
先
着

人
に
来
館
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進

１００呈

■問
▼
安
祥
閣

（
緯〈

〉３
３
３
３
）

７４

川
・
海
へ

図１ 川や海へ流れ出る汚れの量の比較（１人１日当たり）
暫合併処理浄化槽の場合
生活雑排水 トイレ

２７守 １３守 ４０守 浄化槽 ４守 諮

暫単独処理浄化槽の場合
生活雑排水 トイレ 浄化槽 ５守２７守 １３守

３２守 諮

汚れが
少ない

汚れが
多い

表１：文芸・技芸・趣味の集いスケジュール
市民会館

北辰俳句会「俳句会」１０月１３日晶
春風会「秋の小品盆栽展」１０月１３日晶～１５日掌
安城植物友の会「山野草展」
安城皐月同好会「さつき盆栽秋季展示会」
華旺会「俳句・俳画展」
若葉会「俳句・俳画展」
茂久瓔会「俳句・俳画展」
アートフラワー会「染花・手づくり盆栽展」＊
現代俳句青の会「俳句作品展（５７５の世界）」＊
くみひも工芸豊美会「くみひも工芸＆おび結び」＊
装道木村会「装道木村会展」
沃野短歌会「短歌勉強会」１０月１４日松
安城茶友会「茶会」
安城華道連盟「いけばな展」１０月１４日松・１５日掌
安城盆栽会「盆栽展示会」１０月２０日晶～２２日掌

丈山苑
安城白桃会「俳句会」１０月１４日松

デンパーク
愛知県三河菊友の会「菊花展覧会」１１月１日昌～６日捷

表２：第５０回市民芸能まつりスケジュール
１０月２９日掌１０月２８日松時間

扇之会 葵支部（舞踊）竹友会（民謡）１０：００
民謡つくし会（民謡）岳風丈山会（詩吟）１０：２０
安城ギタークラブ（合奏）安城岳風会（詩吟）１０：４０
マンドリンサークル チャオ
（絃楽）美竹会（民謡）１１：００

乙坂会（民謡）安城謡曲同好会（謡曲）１１：２０
翠艶会（舞踊）安祥吟道会（詩吟）１１：４０
エル・アモール（フラメンコ）三河相撲甚句会（相撲甚句）１２：００
アロハナニ安城エコル
（フラダンス）

アートバレエ安城スタジオ
（バレエ）１２：２０

新舞踊 瑞甫会（舞踊）豊麗会（民踊）１２：４０
エル・フローラ（フラメンコ）碧海吟友会（詩吟）１３：００
アロハナニ安城エハー
（フラダンス）悠々マジック（マジック）１３：２０
アロハナニ安城エカヒ
（フラダンス）

弦楽アンサンブルドルチェ
（弦楽）１３：４０

鈴木会・安城都友会
（箏曲・尺八）

心思踊西華流 安城教室
（舞踊）１４：００

こやま会・安城三曲会
（箏曲・尺八）

安城の三河万歳保存会
（三河万歳）１４：２０

安祥太鼓 どんば（和太鼓）碧美会（大正琴）１４：４０
和箏会（箏曲）チェリーズ（大正琴）１５：００
Mari'sStudio（ダンス）安城雅楽会（雅楽）１５：２０
アロハナニ安城エルア
（フラダンス）平岩舞踊研究会（日本舞踊）１５：４０
バレエサークルオデット
（バレエ）

西三河阿波踊り研究会 若鯱
連（民踊）１６：００

エチュードバレエスクール
（バレエ）１６：２０

■
第

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

５０

●
時
間
／
出
演

表
２
の
と
お
り

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

■
第

回
安
美
展

７４

●
部
門
／
と
き

前
期（
日
本
画
、

書
、
工
芸
・
彫
塑
）
糸

月

日

１０

２０

晶
～

日
掌（

日
捷
を
除
く
）

２９

２３

後
期（
洋
画
、
写
真
）
糸

月
３
日

１１

抄
～

日
掌（
６
日
捷
を
除
く
）

１２

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き
／
と
こ
ろ
／
出
展
者

表

１
の
と
お
り

●
展
示
時
間

原
則
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
デ
ン
パ
ー
ク
は
午
前

９
時

分
～
午
後
４
時

分
、
入

３０

３０

園
料
必
要
）

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

※
展
示
に
よ
り
、
公
開
時
間
は
一

部
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り
発
表

２９

大
会入

選
作
品
の
発
表
・
表
彰
等
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
へ
入

選
作
品
集
を
進
呈
し
ま
す
。

●
と
き

月

日
掌
午
後
１
時

１１

２６

分
３０●

と
こ
ろ

市
民
会
館

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

平平平成成２８２８年年度市民芸能まつり度市民芸能まつりににてて

第

回
市
民
芸
術
祭
２
０
１
７

５８

＊体験コーナー 実施日及び定員有り。また、参加費が必要な場合
があるため、事前に問い合わせてください。

広報あんじょう 2017.10.1臥
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